
　

伊
勢
原
農
場
は
、
総
合
農

学
を
推
進
す
る
本
学
の
教

育
・
研
究
の
場
と
し
て
集
約

さ
れ
た
農
場
で
あ
る
。
こ
の

地
は
、
東
名
高
速
道
路
開
発

に
伴
う
調
査
か
ら
配
石
遺
構

群
が
発
掘
さ
れ
、
お
び
た
だ

し
い
数
の
石
が
出
土
し
た
縄

文
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

の
三
ノ
宮
・
下
谷
戸
遺
跡
群

と
し
て
も
考
古
学
者
に
知
ら

れ
て
い
る
。
大
学
時
代
に
埋

蔵
文
化
財
の
調
査
補
助
を
し

て
い
た
私
は
、
考
古
学
者
と

と
も
に
こ
の
地
を
初
め
て
訪

れ
た
。
栗
原
川
流
域
の
水
系

を
先
達
は
賢
く
利
用
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

縄
文
・
弥
生
時
代
、
古
墳
時

代
前
期
の
竪
穴
住
居
址
、
古

墳
時
代
後
期
の
古
墳
の
周
溝

か
ら
も
こ
の
地
の
生
活
は
豊

か
で
あ
っ
た
は

ず
だ
。
時
空
を

超
え
て
農
場
で

学
ぶ
学
生
に
は

作
物
生
産
と
ヒ

ト
の
生
活
を
考

究
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

農
場
内
に
歩
を
進
め
る
と

季
節
ご
と
の
香
り
が
心
地
良

く
鼻
腔
粘
膜
に
語
り
掛
け

る
。
葉
菜
類
水
耕
栽
培
温
室

で
は
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
・
ミ

ズ
ナ
、
雨
よ
け
土
耕
栽
培
ハ

ウ
ス
で
は
、
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ト
マ
ト
・
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
コ
マ

ツ
ナ
・
ダ
イ
コ
ン
・
カ
ブ
、

露
地
圃
場
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
・
ネ
ギ
・
タ
マ
ネ
ギ
・
ニ

ン
ジ
ン
・
サ
ト
イ
モ
・
ソ
ラ

マ
メ
・
ス
イ
カ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
が
実

る
。
果
樹
栽
培
ハ
ウ
ス
や
圃

場
で
は
、
ブ
ド
ウ
、
ミ
カ

ン
、
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
ナ
シ
、

カ
キ
、
キ
ウ
イ
、
イ
チ
ジ
ク

な
ど
が
品
種
、
栽
培
方
式
や

仕
立
て
を
変
え
て
生
産
さ
れ

て
い
る
。
完
熟
し
た
園
芸
作

物
の
香
り
は
、
料
理
を
想
像

さ
せ
る
と
と
も
に
食
の
豊
か

さ
を
ヒ
ト
の
心
に
齎
（
も
た

ら
）
せ
て
く
れ
る
の
だ
。
さ

ら
に
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
花

卉
類
を
栽
培
す
る
学
生
の
眼

差
し
も
農
大
の
誇
り
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
総
合
農
学
の

研
究
を
志
す
学
生
や
実
習
生

が
高
度
な
技
術
と
応
用
力
を

習
得
す
る
施
設
と
し
て
さ
ら

に
整
備
し
た
い
も
の
だ
。
梅

雨
入
り
前
の
農
場
に
せ
せ
ら

ぐ
栗
原
川
に
は
、
日
本
ビ
オ

ト
ー
プ
協
会
の
協
力
を
得
て

水
辺
の
維
持
管
理
を
継
続
的

に
実
施
し
、
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル

が
生
息
し
て
い
る
。
栗
原
川

の
せ
せ
ら
ぎ
と
と
も
に
里
山

の
象
徴
で
あ
る
蛍
の
灯
が
私

た
ち
の
心
の
癒
し
と
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
環
境
で
学
べ

る
伊
勢
原
農
場
で
の
活
動
を

大
切
に
し
農
大
ら
し
い
学
び

は
さ
ら
に
こ
の
農
場
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
の
だ
。

 【
文
・
江
口
文
陽
（
学
長
）

写
真
・
阿
部
雄
介
】　

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か

け
て
小
笠
原
諸
島
や
八
丈
島

の
森
の
中
で
は
緑
色
に
光
る

キ
ノ
コ
「
ヤ
コ
ウ
タ
ケ
」
が

生
息
し
て
い
る
。

　

昼
間
は
小
さ
な
白
い
パ
ラ

ソ
ル
の
よ
う
な
か
わ
い
ら
し

い
姿
を
し
て
い
る
が
、
夜
に

な
る
と
ホ
タ
ル
の
よ
う
に
発

光
す
る
幻
想
的
な
キ
ノ
コ
で

あ
る
。

　

現
在
で
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
栽
培
キ
ッ
ト
が
販

売
さ
れ
て
お
り
、
自
宅
で
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る

キ
ノ
コ
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
蒸
し
暑
い
夏

の
夜
に
自
宅
で
ホ
タ
ル
観
賞

な
ら
ぬ
キ
ノ
コ
観
賞
で
涼
ん

で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
文
・
寺
田
守
一
、
写
真
・

江
口
文
陽
（
学
長
）】

　

２
０
２
３
年
７
月
１
日
、

小
田
急
小
田
原
線
本
厚
木
駅

の
副
駅
名
看
板
と
し
て
、
経

堂
駅
（
２
０
２
１
年
４
月
１

日
掲
出
）
に
引
き
続
き
「
東

京
農
業
大
学
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
最
寄
り
駅
」
が
掲
出
さ
れ

ま
し
た
。
本
厚
木
駅
は
小
田

急
沿
線
の
中
で
も
乗
降
人
員

10
万
人
を
超
え
る
主
要
駅

で
、
農
学
部
に
通
う
学
生
の

多
く
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

新
宿
か
ら
経
堂
、
本
厚
木
を

経
て
神
奈
川
県
小
田
原
ま
で

を
結
ぶ
小
田
急
小
田
原
線
沿

線
は
、
優
れ
た
農
林
水
産
物

の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
厚
木
駅
副
駅
名
看
板
の

掲
出
を
機
に
７
月
３
日
に

は
、小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
、

株
式
会
社
小
田
急
Ｓ
Ｃ
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
株
式
会

社
小
田
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

と
東
京
農
業
大
学
は
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、
持
続
可

能
な
食
農
や
自
然
環
境
に
関

す
る
取
り
組
み
を
中
心
に
沿

線
地
域
価
値
向
上
に
向
け
て

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
上
岡
美
保
（
副
学
長
）】

先
達
の
営
み
を
受
け
継
ぐ
考
究
の
場

夜
光
茸

ヤ
コ
ウ
タ
ケ

きの
こ

図鑑
第
４
弾

ホ
タ
ル
の
よ
う
に

発
光
す
る
幻
想
的

な
キ
ノ
コ

「
東
京
農
業
大
学 

最
寄
駅
」

本
厚
木
駅
の

副
駅
名
に
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4
月
、「
国
際
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
た
。「
東
京
農
大

の
叡
智
を
世
界
に
発
信
す

る『NODAI FLAGSHIP

』と

な
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

東
京
農
大
の
建
学
の
精
神

「
人
物
を
畑
に
還
す
」を
「
人

物
を
世
界
の
畑
に
還
す
」に

拡
げ
て
、
国
内
外
の
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
拠

点
を
目
指
す
。
1
階
に
は
建

学
の
祖
・
榎
本
武
揚
公
由
来

の
書
、
品
を
展
示
し
た
「
榎

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を
配
し
、

新
た
に
「
農
大
マ
ル
シ
ェ
」

「
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー 

東
京
農
大

店
」も
開
店
。
2
階
は「
榎
本

ホ
ー
ル
」等
の
ホ
ー
ル
や
会

議
室
、
礼
拝
室
、
そ
し
て
3

階
に
はVisiting Professor

用
の
オ
フ
ィ
ス
、
校
友
会
オ

フ
ィ
ス
を
設
置
。
国
際
的
な

会
議
、学
会
を
実
施
可
能
で
、

W
orld Café 

（
英
語
で
交
流

を
楽
し
むEnglish Café

、

ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
るAfrican Café

）、
留

学
フ
ェ
ア
や
留
学
生
懇
談
会

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
術

交
流
・
学
生
交
流
の
拠
点
と

し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。今
年
8
月
3
日
に
は「
国

際
セ
ン
タ
ー
開
設
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
す
る
他
、
8

月
５
日
に
は
第
22
回

「
食
と
農
と
環
境
を

考
え
る
世
界
学
生
サ

ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
、

世
界
21
カ
国
・
地
域

21
大
学
の
代
表
者
30

名
が
、
東
京
農
大
生

と
と
も
に
持
続
的
な

地
球
社
会
の
実
現
に

向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

を
熱
く
議
論
す
る
予

定
。

　
「
国
際
セ
ン
タ
ー
」
1
階

の「
農
大
マ
ル
シ
ェ
」は
、
学

生
ベ
ン
チ
ャ
ー「
東
京
農
大

発 
株
式
会
社
メ
ル
カ
ー
ド
」

が
運
営
。
学
生
た
ち
が
農
場

で
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
や
、

「
東
京
農
大
発 
株
式
会
社
メ

ル
カ
ー
ド
」の
商
品
、
東
京

農
大
ゆ
か
り
の
農
産
物
や
パ

ン
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
加
工

食
品
を
取
り
揃
え
る
。「
サ
ザ

コ
ー
ヒ
ー
東
京
農
大
店
」は
、

株
式
会
社
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
が

経
営
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
農
場

の
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
北
海
道
十
勝

地
方
の
小
麦
を
使
用
し
た
パ

ン
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
て

い
る
。
鈴
木
太
郎
社
長
は
東

京
農
大 

農
学
部
の
卒
業
生

で
コ
ー
ヒ
ー
研
究
家
。

 

【
金
原
俊
明
】

　

東
京
農
大
が
主
催
、「
実

学
」を
教
育
理
念
と
す
る
近

畿
大
学
、
東
京
海
洋
大
学
と

協
力
し
、
海
洋
研
究
の

魅
力
を
伝
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　
「
海
の
豊
か
さ
」
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
学

び
の
重
要
性
や
、
研
究

の
必
要
性
・
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
最
新
の
海

洋
研
究
を
中
心
に
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
の
小
林
万
里
教

授（
海
洋
水
産
学
科
）が
司

会
進
行
し
、
江
口
文
陽
学
長

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
3
大

学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
最
前
線
で

海
洋
研
究
を
行
う
教
員
、大
学

院
生
が
、最
新
の
海
洋
研
究
や

実
践
的
な
調
査
・
研
究

の
話
題
に
つ
い
て
紹
介
。

　

近
畿
大
学
か
ら
は
水

産
研
究
所 

家
戸
敬
太

郎
教
授
が
登
壇
し
、
近

大
マ
グ
ロ
な
ど
養
殖
産

業
へ
の
貢
献
に
つ
い

て
、
東
京
海
洋
大
学
か

ら
は
学
術
研
究
院 

海

洋
生
物
資
源
学
部
門 

團
重
樹
准
教
授
が
タ
コ

類
に
つ
い
て
の
生
態
解
明
・

人
工
養
殖
技
術
の
開
発
の
研

究
に
つ
い
て
講
演
。
そ
し
て

総
合
農
学
の
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
拠
点
に

1
階
は
お
い
し
さ
拡
が
る
空
間
に

東
京
農
大
か
ら
は
市
川
卓
准

教
授（
海
洋
水
産
学
科
）が
、

「
サ
ケ
を
守
り
、
地
域
を
守

る
」に
つ
い
て
活
動
内
容
や

そ
の
意
義
を
伝
え
た
。

　

３
大
学
の
大
学
院
生
た
ち

は
、
日
頃
の
実
学
に
よ
る
海

洋
調
査
・
研
究
の
面
白
さ
に

つ
い
て
発
表
し
、
特
別
対
談

と
し
て
Ｍ
Ｓ
Ｃ（
海
洋
管
理

協
議
会
）ジ
ャ
パ
ン
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
務
め
る
コ
コ
リ

コ
・
田
中
直
樹
さ
ん
と
本
学

の
中
川
至
純
教
授（
海
洋
水

産
学
科
）が
、、
海
の
生
物
や

海
洋
保
護
に
つ
い
て
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
楽
し
い
対

談
を
行
っ
た
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
で
は
同

時
に
、
進
学
相
談
会
も
実
施

さ
れ
る
等
、
海
洋
研
究
に
興

味
を
持
つ
中
高
生
や
保
護

者
、
高
校
教
員
で
賑
わ
い
、

有
意
義
な
1
日
と
な
っ
た
。

【
榎
本 

彈
】

賑
わ
い
を
見
せ
る

サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
東
京
農
大
店

新
鮮
な
野
菜
や
商
品
が

並
ぶ
農
大
マ
ル
シ
ェ

主
催
者
挨
拶
す
る
江
口
文
陽
学
長

登
壇
さ
れ
た
市
川
卓
准
教
授

特
別
対
談
中
の

コ
コ
リ
コ
田
中
直
樹
さ
ん
と

中
川
至
純
教
授

世田谷キャンパスに
　　　「国際センター」オープン
世田谷キャンパスに
　　　「国際センター」オープン

研究成果に沸く

登壇された各大学の先生・大学院生とMSCジャパン
アンバサダーのココリコ・田中直樹氏

満席の会場

榎
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
見
る
吹
抜
け
階
段

（２）２０２３年（令和５年）７月２０日第０９８号



　
「
ク
ロ
ツ
チ
ク
ジ

ラ
」は
、２
０
１
９

年
に
新
種
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
だ
そ
の
生

態
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
ク
ロ
ツ
チ

ク
ジ
ラ
は
船
で
の

接
近
が
難
し
く
、

浮
上
す
る
時
間
も

わ
ず
か
2
分
程
度

と
非
常
に
短
い
た

め
で
す
。

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、

２
０
１
９
年
か
ら
ナ
ガ
ス
ク

ジ
ラ
の
調
査
の
た
め
に
頻
繁

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
で
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
の

合
間
に
、ク
ロ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
ら

し
き
姿
を
何
度
も
捉
え
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
本
当
に

ク
ロ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
か
を
断
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、私
た
ち
は
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
て
ク
ロ
ツ
チ
ク

ジ
ラ
の
全
貌
を
押
さ
え
る
機

会
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
5
月
8
日
に

そ
の
瞬
間
が
訪
れ
ま
し
た
。

比
較
的
近
く
に
ク
ロ
ツ
チ
ク

ジ
ラ
が
浮
上
し
た
の
で
す
。

船
を
停
め
、
潜
る
様
子
を
見

届
け
て
か
ら
次
の
浮
上
を
待

ち
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
べ
た
凪
の
状

態
。
ド
ロ
ー
ン
を
い
つ
で
も

飛
ば
せ
る
準
備
を
整
え
、
約

30
分
待
つ
と
、「
5
時
の
方
向

に
出
た
！
」と
い
う
声
と
共

に
、
ド
ロ
ー
ン
は
す
で
に
空

中
に
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　

世
界
で
初
め
て
ク
ロ
ツ
チ

ク
ジ
ラ
の
全
貌
を
撮
影
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
！

撮
影
さ
れ
た
映
像
に
は
、
ク

ロ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
外
見
の
特

徴（
体
長
、
黒
っ
ぽ
い
体
色
、

明
瞭
な
ダ
ル
マ
ザ
メ
の
噛
み

傷
、
比
較
的
短
い
吻
部
）が

は
っ
き
り
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

 

【
小
林
万
里
】

　

5
月
25
日
新
潟
県
長
岡
市

山
古
志
地
域
の「
小
林
幸
子

田
」で
行
わ
れ
た
田
植
え
に
、

農
業
支
援
活
動
の
一
環
と
し

て
東
京
農
大
の
学
生
も
参
加

し
、
歌
手
、
小
林
幸
子
さ
ん

と
と
も
に
田
植
え
を
行
っ
た
。

　

新
潟
県
出
身
の
小
林
幸
子

さ
ん
は
、
２
０
０
４
年
の
新

潟
県
中
越
地
震
で
被
災
し
た

長
岡
市
山
古
志
地
域
の
復
興

を
願
い
、
２
０
０
６
年
か
ら

地
元
の
小
学
生
と
と
も
に
田

植
え
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
15
回
目
に
な

る
。

　

今
回
参
加
し
た

東
京
農
大
の
学
生
は

「
小
さ
い
カ
エ
ル
や

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
等
、

自
然
の
生
き
物
も
い

て
楽
し
か
っ
た
。（
山
古
志

地
域
は
）い
つ
も
い
る
場
所
と

全
く
異
な
り
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
載
っ

て
い
る
写
真
そ
の
ま

ま
の
様
に
き
れ
い
な

場
所
」と
話
し
、山
古

志
地
域
で
行
う
稲
作

の
魅
力
に
触
れ
な
が

ら
、
農
業
に
対
す
る

学
び
を
深
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
収
穫
し

た
お
米
は
、
復
興
米

と
し
て
被
災
地
に
送
っ
て
い

た
が
、
今
年
か
ら
は「
こ
ど
も

食
堂
」に
提
供
す
る
。
東
京

農
大
の
学
生
は
稲
の
収
穫
作

業
に
も
参
加
す
る
予
定
だ
。

 
【
礒
沼
玲
】

　

農
学
部
で
行
わ
れ
て

い
る
農
業
実
習
は
、動

物
・
家
畜
・
植
物
・
作
物

だ
け
で
な
く
、そ
れ
ら

を
取
り
巻
く
環
境
を

含
め
て
実
物
を
観
察
す

る
。農
学
部
の
農
学
科
、

動
物
科
学
科
、生
物
資

源
開
発
学
科
、デ
ザ
イ

ン
農
学
科
の
４
学
科
の

１
年
生
が
毎
週
金
曜
日

に
行
っ
て
い
る
。

　

５
月
26
日
に
厚
木
キ
ャ
ン

パ
ス
の
農
場
で
実
施
さ
れ
た

の
は
、農
学
科
1
年
生
の
サ

ツ
マ
イ
モ（
紅
あ
ず
ま
・
紅
は

る
か
）の
苗
植
え
で
、学
生
と

江
口
文
陽
学
長
を
は
じ
め
と

す
る
学
校
関
係
者
も
参
加

し
た
。参
加
し
た
学
生
の
３

分
の
１
が
東
京
農
大
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
つ
な
ぎ「
ア
グ
リ
デ
ニ

初
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

田
植
え
で
ア
グ
リ
デ
ニ
ム
を
着
用

田植え後に歌手・小林幸子さんを囲んで

「
小
林
幸
子
田
」で
の
田
植
え
に
参
加

ー
農
業
支
援
の
輪
広
が
る
ー 全

貌
撮
影
、世
界
初

大
学
院
生

の
活
躍

謎
多
き「
クロツ
チ
ク
ジ
ラ
」の
生
体
の
全
貌
を

ド
ロ
ーン
で
キャッチ
 

？

!!

ム
」を
着
用
し
意
気
揚
々
と

臨
ん
で
い
た
。

　

指
導
は
、「
ペ
ピ
ー
ノ
」の
栽

培
研
究
で
知
ら
れ
る
園
芸
学

研
究
室
の
高
畑
健
教
授
。学

生
は
、大
学
院
生
と
協
力
し

な
が
ら
苗
を
植
え
、冠
水
を

し
て
実
習
を
終
え
た
。

　

秋
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収

穫
実
習
が
行
わ
れ
る
。

【
住
友
富
美
】

熱心に苗植えしている農学科 1年生

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
実
施
ー
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
農
業
実
習
ー

（３） ２０２３年（令和５年）７月２０日 第０９８号



　
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
は
、令
和
５
年
度
北
海
道
学
生
野
球

連
盟
Ⅰ
部
春
季
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
、
５
季
連
続
35
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
、第
72
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
。

　

春
の
大
学
野
球
日
本
一
を

決
め
る
、
第
72
回
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
大
会
が
６

月
５
日
～
11
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬

式
野
球
部
は
４
大
会
連
続
19

回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。

　

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

大
会
と
は
、
所
属
連
盟
の
春

季
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
た
27

チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

に
よ
り
、
春
の
大
学
野
球
日

本
一
を
決
め
る
歴
史
あ
る
大

会
で
あ
り
、北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
硬
式
野
球
部
は
２
０
１
９

年
第
68
回
大
会
で
ベ
ス
ト
４

ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
実
績
が

あ
る
。

　

初
戦
は
６
月
６
日
神
宮
球

場
で
、
首
都
大
学
野
球
連
盟

代
表
の
日
本
体
育
大
学
と
の

対
戦
と
な
っ
た
。
初
回
、
相

手
先
発
投
手
の
立
ち
上
が
り

を
攻
め
、
５
番
彦
坂
慧
一
郎

さ
ん（
自
然
資
源
経
営
学
科

４
年
）の
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で

１
点
を
先
制
。
先
発
投
手
の

石
澤
大
和
さ
ん（
自
然
資
源

経
営
学
科
４
年
）は
好
投
し

た
が
、
４
回
に
逆
転
を
許
し

た
。
攻
撃
陣
は
中
盤
ま
で
に

得
点
圏
に
ラ
ン
ナ
ー
を
進
め

る
も
、
あ
と
１
本
が
出
ず
に

中
盤
以
降
は
相
手
ペ
ー
ス
と

な
り
、
５
人
の
投
手
の
継
投

策
も
お
よ
ば
ず
、
1
対
8
で

初
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

　

今
大
会
か
ら
ス
タ
ン
ド
か

ら
の
声
出
し
応
援
が
許
可
さ

れ
、両
校
の
応
援
合
戦
・
エ
ー

ル
の
交
換
も
白
熱
し
、
全
學

應
援
團
に
よ
る
応
援
が
神
宮

球
場
に
響
き
渡
っ
た
。

【
嶋
田
達
郎
】

　

２
０
２
３
年
度
関
東
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
春
季
リ
ー
グ（
以

後
春
季
リ
ー
グ
）が
４
月
２

日
～
７
月
２
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
春
季
リ
ー
グ

で
ベ
ス
ト
4
ま
で
が
、７
月
14

日
～
18
日
ま
で
大
阪
府
茨
木

市
で
開
催
さ
れ
る
第
42
回
全

日
本
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
王
座
決

定
戦（
以
後
王
座
決
定
戦
）に

出
場
で
き
る
。

　

来
年
創
部
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、

春
季
リ
ー
グ
Ａ
プ
ー
ル
、３
勝

0
敗
で
1
位
と
な
っ
た
。
李

監
督
が
印
象
深
か
っ
た
と
語

る
の
は
プ
ー
ル
最
終
戦
。
主

将
の
森
永
澄
紀
さ
ん（
国
際

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
4
年
）

が
終
了
間
際
に
ヒ
ッ
ト
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
、１-

０
で
7
年

ぶ
り
に
山
梨
学
院
大
学
を
破

り
、
3
試
合
を
通
じ
て
無
失

点
と
な
る
堅
守
で
王
座
決
定

戦
出
場
を
決
め
た
。

　

春
季
リ
ー
グ
準
決
勝
で
は

駿
河
台
大
学
に
３-

２
で
勝

利
。
優
勝
決
定
戦
の
明
治
大

学
戦
で
は
先
制
点
を
奪
う
も

の
の
逆
転
を
許
し
１-

３
で

準
優
勝
と
な
っ
た
。
森
永
主

将
は
「
今
年
こ
そ
は
大
座
決

定
戦
ベ
ス
ト
4
入
り
を
し
た

い
」と
話
す
。

　

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
も
、
春

季
リ
ー
グ
Ｂ
プ
ー
ル
2
勝
1

敗
で
2
位
と
な
り
王
座
決
定

戦
出
場
権
を
得
た
。
リ
ー
グ

3
位
決
定
戦
で
早
稲
田
大
学

を
下
し
3
位
と
な
っ
た
。
吉

田
監
督
は
、「
今
大
会
11
人
の

中
で
2
名
が
万
全
の
状
態
で

は
な
く
、
非
常
に
厳
し
い
戦

い
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム
力
で
戦

い
抜
い
た
と
言
え
る
リ
ー
グ

だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

両
監
督
は
、「
春
季
リ
ー
グ

戦
予
選
プ
ー
ル
期
間
中
、
多

く
の
皆
様
が
会
場
に
来
て
い

た
だ
き
応
援
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
王
座
決
定
戦
に

向
け
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」と
締
め

括
っ
た
。

【
青
山
秀
隆
・
吉
田
一
男
、

編
・
寺
谷
広
介
】

　

第
69
回
関
東
学
生
剣
道
選

手
権
大
会
が
5
月
14
日
に
日

本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
農
友

会
剣
道
部 

橋
本
和
馬
さ
ん

（
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

4
年
）が
参
加
人
数
４
３
４

人
中
、
ベ
ス
ト
16
位
と
い
う

結
果
と
な
り
、
7
月
2
日
、

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
第

71
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手

権
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。
ま
た
、
同
日
行
わ
れ

る
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対

抗
試
合
の
関
東
代
表
選
手
と

し
て
も
選
抜
さ
れ
た
。

　

大
会
を
終
え
た
橋
本
さ
ん

は
「
2
年
前
に
ラ
イ
バ
ル
で

あ
る
現
主
将
の
江
口
が
全
日

本
に
出
場
し
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
東

京
農
大
の
大
将
と
し
て
絶
対

に
全
日
本
大
会
に
出
場
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強

い
意
志
を
持
っ
て
挑
み
ま
し

た
。
全
日
本
大
会
で
は
、
表

彰
台
に
立
つ
こ
と
を
目
標
に

4
年
間
で
培
っ
た
も
の
を
全

て
出
し
切
り
上
位
を
目
指
し

ま
す
。」と
今
大
会
を
振
り
返

る
と
共
に
全
日
本
大
会
へ
の

闘
志
を
燃
や
し
た
。

【
本
村
亮
輔
】

　

中
原
亜
星
さ
ん
（
海
洋
水

産
学
科
３
年
）が
、
5
月
4

日
～
7
日
に
北
海
道
帯
広

市
の
カ
ー
ル
プ
レ
ッ
ク
ス

お
び
ひ
ろ
で
開
催
さ
れ
た

国
際
大
会『ICE GOLD 

CUP 2022-2023

』に
、

男
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

「Loco Drago （
ロ
コ
・
ド

ラ
ー
ゴ
）」の
一
員
と
し
て
参

加
し
、
自
身
初
の
国
際
大
会

で
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

中
原
さ
ん
は
一
般
社
団
法

人
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
に
4
月

か
ら
所
属
。
同
大
会
は
、
カ

ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
欧
州
・

ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー

ル
ド
カ
ー
リ
ン
グ
ツ
ア
ー 

（
Ｗ
Ｃ
Ｔ
）の
最
終
戦
で
、
決

勝
で
は
帯
広
協
会（Team

 
OHNO

） 

に
10
対
3
と
圧

勝
し
た
。

　
【
住
友
富
美
】

〈
中
原
さ
ん
の
談
話
〉

　

ロ
コ
・
ド
ラ
ー
ゴ
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
初
め
て
の
大
会

で
優
勝
で
き
、
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
変

わ
り
サ
ー
ド
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
目
標
の
優
勝

を
掴
め
ま
し
た
。

　

次
の
目
標
で
あ
る
全
日
本

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
の

優
勝
に
む
け
、
国
内
外
の
ツ

ア
ー
大
会
で
経
験
を
積
ん
で

成
果
を
出
し
た
い
で
す
。
プ

ロ
の
世
界
で
は
、
大
好
き
な

カ
ー
リ
ン
グ
に
集
中
で
き

る
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
一
層「
責
任
」が
増
え

る
と
感
じ
て
お
り
、
自
覚
を

持
っ
た
行
動
を
心
が
け
な
が

ら
競
技
生
活
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

全日本大会への出場を決めた
橋本選手 春季リーグ優勝を決め、三垣監督を胴上げする選手陣

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

初
戦
先
発
の
石
澤
投
手

讃
え
あ
う
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

中
原
さ
ん
は
右
か
ら
2
人
目

攻
め
る
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

カーリング部
中原亜星さん、所属チームが
カーリング国際大会で優勝

ホッケー部

男
子
・
女
子
第
42
回
全
日
本
大
学

ホッケ
ー
王
座
決
定
戦
出
場
を
決
め
る

ー
春
季
リ
ー
グ
男
子
準
優
勝
、女
子
３
位
ー

剣道部
橋本和馬さん 
第71回全日本学生剣道選手権
大会への出場権を獲得

農友会活動

オホーツク
硬式
野球部

4大会連続19回目出場
第72回 全日本大学野球選手権大会出場
－健闘も惜敗、秋への強化を誓う－

２０２３年（令和５年）７月２０日第０９８号 （４）






